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亜鉛— フッ素徐放性ガラスを用いた新

規シ ール材のう蝕予防に関する研究

—エナメル質の脱灰抑制効果についで
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【目的】
エナメル質の耐酸性を向上させるこ

とは，う蝕予防において重要である。

亜鉛には，杭菌性および歯質の脱灰抑

制に対して効果があるとの報告がなさ

れている1.2)。現在株式会社ジーシー

では，この効果に着目した新しいシー

ル材：亜鉛 — フッ素ガラスシ ー ル材
(ZFC-03 と略す）を開発している。そこ

で，今回我々はその脱灰抑制効果につ

いて評価し，考察を行ったので報告す

る。

【方法】
実験には，牛歯歯冠を使用した。 耐

水研磨紙 #2000 で表面研磨後， 超音

波洗浄した牛歯エナメル質包埋体に直
径 2mm のテフロンシールを貼付し，

試験体とした。作製した試験体に対し，
コントロール群と ZFC-03 群(A液；

亜鈴フッ素ガラス分散液B液；リン

酸水溶液を混和し ， 20秒間歯面に塗布

水洗乾燥）をそれぞれ設定した。試験
体を O.lM 乳酸緩衝液 (pH : 4.5, Ca :

3.0 mM, P: 1.8 mM, CMC-Na : 1 %,

チモール： 0.01%) に浸漬し， 37士 1℃の

恒温層内に 72 時間静置した。
41試験体の表層観察

試験体歯面を白金コ ーティング後，

走査型電子顕微鏡にて歯面を観察した

(N=3)。
2. 脱灰抑制効果の検証

試験面部を厚さ 1mm の厚さにスラ

イスし， µCT にて断面の X 線透過像

を撮影し， Image J にて解析しミネラ
ルロス (vol%· µm ) を算出した(N=4) 。

【結果】
1. 試験体の表層観察

電子顕微鏡で歯面表層を観察したと

ころ，脱灰後も ZFC-03群では， エナメ
ル質表層が粒子様析出物で覆われてい
る像が観察できた。
2. 脱灰抑制効果

コントロール群と比較してミネラル

ロスが少なく，直下の工ナメル質に対

して脱灰抑制効果を有することが確認
できた（図1)。
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図 1. 72 時間脱灰液浸漬後の
ミネラルロス

【考察】
ZFC-03 塗布群は，表層部に生成し

た粒子様析出物およびフッ素イオンと

亜鉛イオンの効果により，脱灰抑制効
果が得られたと考えらえる 。 今後，さ

らに新たなう蝕予防材としての応用を

目指し，検討を行ってい＜予定である。
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